
第 95 回歴史探訪の会 ｢王寺の史跡巡りと達磨寺で座禅体験｣ 

 

日 時： 2024年 9月 18日（水） 

場 所： 奈良県北葛城郡王寺町 

世話人： 田原 誠也 

 

  猛暑日にも係わらず、JR大和路線・王寺駅北口雪丸像前広場に 28名の方に参加頂きました。 

王寺町は聖徳太子にゆかりの深いところです。今回は第 7 代孝霊天皇陵や、王寺町、上牧町辺りで勢力

を持っていた武士団である片岡氏や、聖徳太子にゆかりのある史跡や寺社、又、王寺町の町名の由来と

いう説もある片岡王寺遺跡等をボランティアガイドさんの案内で訪ねました。聖徳太子にゆかりのある達

磨寺では｢座禅｣を体験、脚に問題がある方も椅子に座って体験し参加者全員が座禅体験証を頂きました。 

 

     

達磨寺 座禅体験証                   JR王寺駅北口雪丸像前広場 

 

第 7代孝霊天皇陵（孝霊天皇＝こうれいてんのう） 

日本の第 7代天皇（在位：76年）。『日本書紀』での名は大日本根子彦太瓊天皇（おおやまとねこひこふ

とにのすめらみこと）。欠史八代の 1人であり、実在性については諸説ある。      

 

       

孝霊天皇陵                        孝霊天皇陵前で小休止 

 

親殿神社 



中世の武士団片岡氏が文明年間(1469〜87)に春日若宮社の神を勧請して祀ったのがはじまり。 

拝殿にはたくさんの絵馬が奉納されている。絵馬には江戸時代のものもあったが、それらは奈良県立民

俗博物館に寄贈された。拝殿の前にある一対の石灯籠は、安政 2年(1855)に王寺村の人たちが雨乞い

願いの成就に感謝して奉納したものです。 

 

     

親殿神社                            親殿神社本殿 

 

芦田池 （猛暑日で周囲に木陰も無く今回はパスした） 

この池は歌の名所として、数々の名歌が残されている。 芦田池は、『日本書紀』によると、推古天皇

15年（607）の冬に大和の国に新しく造られた 4つのため池（肩岡池、高市池、藤原池、菅原池）の一つ、

肩岡池のことであり、官立のため池であるとも云われています。 

 

片岡王寺遺跡 

片岡山と号する黄檗宗の寺院で、片岡王寺・片岡僧寺ともいわれた古代寺院につながる寺院です。片

岡王寺は、四天王寺式の伽藍配置をもち、7世紀前半に敏達天皇系王族によって建立されたと考えら

れ、飛鳥時代の軒丸瓦などが出土している。（今後、本格的な発掘調査が行われる旧王寺小学校グラン

ドで説明を聞いた） 

 

達磨寺 

臨済宗南禅寺派の寺院。山号は片岡山。本尊は千手観音菩薩、達磨大師像、聖徳太子像。 

創建については、推古天皇 21年（618年）の冬、聖徳太子が片岡山で飢えていた人に衣食を施したとい

う片岡山飢人伝説にからめて語られる。  

          

達磨寺                             達磨寺鐘楼 



                                         

達磨寺本堂 

 

    

       聖徳太子像                千手観音菩薩像             達磨大師像 

 

達磨寺 座禅体験のようす                                                                  

   

 

   

 



   
 

達磨寺を後に片岡神社～和の鐘(解散)～王寺駅へ向かいます 

 

片岡神社 

片岡神社の名は、延長 5年(927)に完成した『延喜式』の神名帳にすでに「片岡坐神社」として見えま

す。元来は、王寺町元町の大峯にある「モトミヤ(元宮)」に祀られていたといいます。 

   

片岡神社                             片岡神社本殿 

         



 和の鐘（やわらぎの鐘） 

聖徳太子とゆかりの深い土地であり、太子の十七条の憲法第一条「以和為貴」(和をもって貴しとなす)の精神を

引継ぎ地域のシンボルとして、平成元年に設置された。 

 

和の鐘（やわらぎの鐘） 

    

 

 

達磨寺本堂前で集合写真撮影！ 座禅体験お疲れ様でした！ 

 

津垣様撮影の写真を使用致しました。有難う御座いました。 


